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命
・
く
ら
し
・
平
和
・
民
主
主
義
施
策
の
前
進
を
！

発行

愛
知
県
下
で
18
歳
ま
で
無
料
化
し
て
い
る

の
は
、
54
自
治
体
中
通
院
が
50
％
（
27
自
治

体
）
、
入
院
が
87
％
（
47
自
治
体
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
２

２
年
）
知
多
半
島
で
は
す
で
に
南
知
多
町
が

先
進
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
東
海
市
で
は

大
学
生
の
入
院
ま
で
実
現
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
常
滑
市
で
も
２
０
２
４
年
度
か
ら

実
施
す
る
と
市
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

●
本
来
自
治
体
間
で
、
18
歳
ま
で
の
無
料
化

を
競
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
と

し
て
無
料
化
す
る
制
度
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

国
・
県
へ
積
極
的
に
要
望
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 子

ど
も
入
院
・
通
院
医
療
費

18
歳
ま
で
無
料
に

町政報告をする内田議員

消
防
組
織
の
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
強
化

安
全
衛
生
委
員
会
に
産
業
医
配
置

６
月
議
会
が
終
わ
り
知
多
半
島
各
地
の
市
町
で
も
少
し
ず

つ
具
体
的
な
市
民
・
町
民
の
施
策
が
前
進
し
て
い
ま
す
。
先

週
に
引
き
続
き
、
東
浦
町
・
常
滑
市
・
半
田
市
・
大
府
市
・

知
多
市
の
施
策
と
南
知
多
町
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

知
多
市
の
消
防
は
、
長
年
に
わ
た
り
労
働

安
全
衛
生
法
に
基
づ
い
た
労
働
安
全
衛
生
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
産

業
医
の
専
任
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
に
入
っ
て
消
防
組
織
の
安
全
衛
生
委
員

会
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
産
業
医

配
置
と
衛
生
委
員
会
の
定
期
化
で
消
防
職
員

の
健
康
と
職
場
の
安
全
を
確
保
す
る
機
能
強

化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
南
知
多
町
で
は
、
内
田
議
員
が
い
ち
早
く
、

町
長
に
対
し
、
産
業
医
の
配
置
と
毎
月
の
安

全
衛
生
委
員
会
の
要
求
を
し
て
、
不
十
分
だ
っ

た
役
場
労
働
者
の
安
全

と
健
康
の
体
制
の
条
件

整
備
を
図
り
ま
し
た
。

消
防
組
合
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
情
報
公
開
等
で

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
き

ま
す
。

東
浦
町
で
は
、
中
学
校
部

活
動
の
休
日
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
賛
否
の
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
か
ら

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

剣
道
・
柔
道
は
地
域
移
行
し
、
他
の
部
活
動
は
、

学
校
か
ら
撤
退
す
る
方
針
で
す
。
現
在
町
内
中

学
校
の
部
活
動
は
24
種
類
で
す
。
先
の
５
種
類

以
外
は
学
校
か
ら
撤
退
す
る
強
行
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
杉
下
議
員
は
、
子
ど

も
の
ス
ポ
ー
ツ
権
の
保
障
と
教
員
の
働
き
方
改

革
の
統
一
を
訴
え
、
性
急
な
移
行
に
対
し
て
延

期
を
求
め
ま
し
た
。

中
学
校
部
活
動

休
日
は
地
域
ク
ラ
ブ
へ

知
多
半
島
各
自
治
体
の
積
極
的
施
策
を
取
り
入
れ
よ
う

<

常
滑
市>

請
願
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
市
町
も
法

律
に
基
づ
き
委
員
会
審
議
・
採
決
・
本
会

議
審
議
・
採
決
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
田
市
以
外
の
９
市
町
で
は
、
「
陳
情
」

に
つ
い
て
は
た
だ
文
書
を
示
し
て
紹
介
し
、

聞
き
置
く
と
い
う
姿
勢
だ
け
で
、
審
議
し
、

採
決
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
半
田
市
で
は
、
「
陳
情
」
に

つ
い
て
も
各
委
員
会
で
審
議
さ
れ
採
決
さ

れ
ま
す
。
半
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
ご
提
出
い
た
だ
い
た
請
願
（
陳
情
）
書

に
つ
い
て
は
、
本
会
議
や
委
員
会
で
審
議

（
審
査
）
さ
れ
ま
す
。
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
陳
情
に
つ
い
て
も
、
委
員
会
で
の

提
出
者
本
人
か
ら
の
説
明
も
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
議
会
制
民
主
主

議
の
基
本
で
あ
る
市
民
・

町
民
の
声
を
聞
く
と
い

う
姿
勢
が
半
田
市
の

「
陳
情
」
に
対
す
る
扱

い
方
に
現
れ
て
い
ま
す
。

<

知
多
市>

<

東
浦
町>

<続報>

市
民
か
ら
の
声
「
陳
情
」
も
委
員
会
審
議
・

採
決
す
る
半
田
市
議
会

<

半
田
市>

●
半
田
市
の
よ
う
に
、
市
民
・
町

民
の
声
を
尊
重
し
、
陳
情
も
請
願
と
同
じ
く

審
議
し
て
採
決
す
る
よ
う
に
、
南
知
多
町
で

も
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
請
願
者
・
陳
情

者
へ
の
説
明
の
機
会
も
求
め
て
い
き
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

<

東
海
市>

東
海
市
で
は
、
愛
知
県
で
４
例
目
の
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
が
制
定
さ
れ
、
９
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
は
、
犯
罪
被

害
者
等
が
、
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の

尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を

有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
市
・
市
民
・
事
業
者
の
責
任
を
明

確
に
し
て
い
ま
す
。
経
済
的
支
援
・
住
居
の
提
供

等
具
体
的
な
被
害
者
の
声
を
聴
き
取
り
支
援
す
る

こ
と
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

<川柳コーナー>

名
古
屋
の
市
バ
ス
は
ど
こ
ま
で
も
２
１
０
円
、
65
才
以
上

は
、
所
得
に
応
じ
て
年
１
～
５
千
円
の
敬
老
パ
ス
で
市
バ
ス
・

地
下
鉄
・
名
鉄
に
乗
れ
る
。
南
知
多
町
の
１
区
間
で
も
４
０
０

円
は
高
す
ぎ
る
！
地
域
に
よ
っ
て
こ
ん
な
差
は
不
平
等
で
す
。

車
な
く
バ
ス
も
高
く
ち
ゃ
ど
こ
も
行
け
ん


